
徳島大学 (2011)〉 工学部 〉 機械工学科 (夜間主コース) [⇒English]

機械工学セミナー 2単位 (選択)

Seminar on Mechanical Engineering 西野秀郎 ·准教授 /機械工学科 機械科学講座

【授業目的】各種機械技術に関する開発の歴史について正しく認識することを通
して，今後の新しい物作りのあるべき姿について理解を深めることを目的とす
る．併せてプレゼンテーション能力，資料作成能力のレベルアップを目指す．

【授業概要】いろいろな機械技術の歴史を学生が自ら調査して報告しその成果を
まとめる．自分の設定した技術について，図書館の書籍またインターネット
などで調べ，その技術が，いつ，誰によって，どのような目的で，どのような
経過で開発されたか，すなわち，その技術のルーツを探り，またそれが改良?
発展してきた過程を調査する．この調査を通してものづくりの考え方や創造
の方法を学ぶ．

【キーワード】プレゼンテーション，インターネット
【履修要件】特になし．
【履修上の注意】講義時間以外の空いた時間も利用して調査を行う．
【到達目標】

1.機械技術の歴史を正しく理解する．
2.報告書の書き方，報告の仕方をマスターする．

【授業計画】
1.授業の概要説明
2.調査方法の説明とインターネットによる実習
3.報告書の作成方法の説明
4.プレゼンテーション手法の説明
5.調査課題の選択
6.調査
7.調査
8.調査
9.中間調査報告会

10.調査
11.調査
12.調査
13.調査
14.調査報告書の作製
15.調査報告書の作製
16.最終調査報告会

【成績評価基準】受講姿勢 20%，報告書 40%，プレゼンテーション 40%の割合で評

価し 60%以上を合格とする．
【教科書】第 1回目の授業で指示する．
【参考書】適宜配布する.
【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=215753
【対象学生】開講コース学生のみ履修可能
【連絡先】
⇒西野(M618，656-7357，nishino@me.tokushima-u.ac.jp)

【備考】自分の興味がある機械技術テーマに関するルーツを自主的に調査する課
題です．調査報告書とプレゼンテーションの両方を評価します．
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